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ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
生
活
意
識
を
問
題
に
す
る
際
の「
生
活
」
概
念
は
、重
層

的
・
多
元
的
構
成
を
持
つ
。生
活
は
伝
統
的
に
は「
衣
食
住
」と
い
わ
れ
て
き
た

が
、『
家
計
調
査（
二
〇
〇
四
年
）』の
全
国
・
全
世
帯
デ
ー
タ
か
ら
消
費
支
出
に

占
め
る
衣
食
住
の
割
合
を
計
算
す
る
と
、食
料
費
七
万
一
一
六
円
、住
居
費
一

万
九
四
七
四
円
、光
熱
費
二
万
九
九
〇
円
、被
服
及
び
履
物
費
一
万
三
五
七
二

円
の
合
計
額
一
二
万
四
一
五
二
円
は
、消
費
支
出
の
四
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な

い
。全
国
・
勤
労
者
世
帯
で
は
、衣
食
住
の
合
計
額
一
二
万
八
六
三
一
円
は
消
費

支
出
の
三
九
パ
ー
セ
ン
ト
、可
処
分
所
得
の
二
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
。�

 

一
方
、貯
蓄
は
可
処
分
所
得
の
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、衣
食
住
に
匹
敵
す

る
。家
計
調
査
分
類
は
、衣
食
住
以
外
に
家
具
・
家
事
用
品
、保
健
医
療
、交
通
・

通
信
、教
育
、教
養
娯
楽
、そ
の
他
の
消
費
支
出
、貯
蓄
が
あ
り
、衣
食
住
以
外
が

七
割
を
占
め
て
い
る
。�

　
生
活
を
体
系
的
に
分
類
す
る
新
国
民
生
活
指
標
は
、活
動
領
域
を「
住
む
」、

「
費
や
す
」、「
働
く
」、「
育
て
る
」、「
癒
す
」、「
遊
ぶ
」、「
学
ぶ
」、「
交
わ
る
」

に
八
分
類
し
、衣
食
住
の
住
の
み
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、生
活
行
動
を
時

間
軸
か
ら
明
ら
か
に
す
る『
社
会
生
活
基
本
調
査
』で
は
、①
睡
眠
、②
身
の
周

り
の
用
事
、③
食
事
、④
通
勤
・
通
学
、⑤
仕
事
、⑥
学
業
、⑦
家
事
、⑧
介
護
・
看

護
、⑨
育
児
、⑩
買
い
物
、⑪
移
動
、⑫
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
新
聞
・
雑
誌
、⑬
休
養
・

く
つ
ろ
ぎ
、⑭
学
習
・
研
究
、⑮
趣
味
・
娯
楽
、⑯
ス
ポ
ー
ツ
、⑰
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
・
社
会
参
加
活
動
、⑱
交
際
・
付
き
合
い
、⑲
受
診
・
療
養
、⑳
そ
の
他
に
小
分

類
さ
れ
、衣
食
住
の
食
の
み
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。生
理
的
必
要
活
動（
一
次
活

動
①
〜
③
）、社
会
生
活
上
の
義
務
的
活
動（
二
次
活
動
④
〜
⑩
）、余
暇
活
動

な
ど（
三
次
活
動
⑪
〜
⑳
）と
大
分
類
さ
れ
る
。�

　
生
活
を
営
ん
で
い
る
主
体
か
ら
み
て
、生
活
・
生
活
経
営
の
要
素
と
過
程
は
図

１
の
よ
う
に
表
示
で
き
る
。家
計
調
査
は
生
活
資
源
の
一
つ
で
あ
る
お
金
に
注

目
し
た
も
の
で
、衣
食
住
は
、生
活
に
必
要
な
最
低
限
の
生
活
手
段
・
資
源
概
念

に
関
わ
る
。新
国
民
生
活
指
標
の
活
動
領
域
は
、手
段
と
対
応
さ
せ
た
生
活
行

動
、生
活
時
間
調
査
は
時
間
と
い
う
資
源
と
行
動
の
分
類
で
あ
る
。ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
や
生
活
意
識
は
、全
体
の
要
素
と
プ
ロ
セ
ス
に
関
わ
り
、特
に
目
標
、価
値
や

評
価
そ
し
て
フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
過
程
を
反
映
す
る
。�

生
活
を
観
察
す
る
視
点

生 活 目 標

筆

御
船
　
美
智
子    W
ritten by M

ichiko M
ifune
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七
割
を
占
め
て
い
る
。�

　
生
活
を
体
系
的
に
分
類
す
る
新
国
民
生
活
指
標
は
、活
動
領
域
を「
住
む
」、

イ
ル
や
生
活
意
識
は
、全
体
の
要
素
と
プ
ロ
セ
ス
に
関
わ
り
、特
に
目
標
、価
値
や

評
価
そ
し
て
フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
過
程
を
反
映
す
る
。�

��������������������

　
生
活
の
目
標
・
課
題
と
実
現
方
法
の
基
準
か
ら
生
活
の
変
化
を
み
る
と
、近

代
化
以
降
の
日
本
の
生
活
は
三
つ
の
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。第
一
の
時
代
は
、一

般
の
生
活
に
貧
困
と
い
う「
生
活
の
問
題
状
況
」が
あ
り
、毎
日
や
毎
月
の
収
支

の
や
り
く
り
や
家
計
管
理
に
よ
る「
生
活
問
題
解
決
の
時
代
」で
あ
る
。こ
の
貧

し
い
経
済
生
活
の
時
代
に
は
、必
需
的
な
食
料
・
住
居
・
被
服
・
光
熱
を
整
え
る

た
め
に
日
々
の
や
り
く
り
と
わ
ず
か
の
備
え
を
し
て
、日
常
的
・
必
需
的
な
生
活

欲
求
、欠
乏
欲
求
を
満
た
し
て
き
た
の
で
あ
る
。生
活
が
衣
食
住
の
資
源
調
達

そ
の
も
の
で
あ
っ
た
時
代
で
あ
る
。�

　
第
二
の
時
代
は
、日
々
の
生
活
の
心
配
は
な
く
な
り
、教
育
、住
宅
、老
後
な
ど

「
標
準
的
な
生
活
課
題
」を
生
涯
標
準
家
計
の
見
通
し
を
持
っ
て
実
現
す
る
、貯

蓄
目
的
が
明
確
な「
標
準
生
活
実
現
の
時
代
」で
あ
る
。継
続
的
経
済
成
長
を

背
景
に
、予
算
と
短
期
的
標
準
生
活
設
計
を
し
、耐
久
消
費
財
購
入
、教
育
・
住

宅
・
老
後
資
金
の
貯
蓄
と
家
計
維
持
者
の
保
険
で
標
準
的
生
活
を
整
え
、社
会

的
欲
求
を
満
た
し
て
き
た
。�

　
第
三
は
、生
活
課
題
が
標
準
的
に
は
設
定
さ
れ
な
い
、自
分
な
り
の
生
活
課
題

を
設
定
す
る「
生
活
創
造
時
代
」で
あ
る
。第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
の
生

活
で
は
、一
九
四
五
年
か
ら
六
七
年
ご
ろ
ま
で
が
生
活
問
題
解
決
の
時
代
、一
九

六
七
年
か
ら
九
二
年
ご
ろ
ま
で
が
標
準
生
活
実
現
時
代
、一
九
八
五
年
以
降
、消

費
の
成
熟
化
、生
活
の
多
様
化
の
下
、標
準
型
が
な
く
な
り
、九
五
年
以
降
、生

活
創
造
時
代
が
本
格
化
し
て
い
る（
御
船:

二
〇
〇
一
）。�

�����

　
生
活
の
変
化
は
、生
活
研
究
・
生
活
論
を
変
化
さ
せ
て
き
た
。生
活
問
題
解
決

時
代
、絶
対
的
な
資
源
不
足
の
時
代
に
は
、賃
金
や
消
費
支
出
な
ど
の
貨
幣
的

な
指
標
や
、そ
れ
を
得
る
労
働
時
間
の
長
さ
や
労
働
強
度
・
疲
労
の
問
題
が
大

き
か
っ
た
た
め
、労
働
時
間
中
心
の
生
活
時
間
が
研
究
さ
れ
、社
会
の
生
活
水
準

研
究
で
、そ
の
解
決
度
が
測
ら
れ
た
。絶
対
的
、客
観
的
な
生
活
資
源
の
数
量
的

変
化
に
注
目
す
る
①
生
活
水
準
論
の
時
代
で
あ
っ
た
。標
準
生
活
実
現
時
代
、

賃
金
の
増
加
や
労
働
時
間
の
減
少
で
、生
活
上
の
課
題
と
し
て
、社
会
的
・
文
化

的
な
最
低
限
度
の
生
活
や
標
準
生
活
が
模
索
さ
れ
、生
活
研
究
は
生
活
の
構

造
・
変
化
を
示
す
②
生
活
構
造
論
の
時
代
と
な
っ
た
。構
造
的
要
因
と
し
て
生

活
時
間（
労
働
と
余
暇
と
消
費
の
時
間
的
配
分
）、生
活
空
間（
職
場
・
余
暇
場

面
・
家
庭
の
空
間
的
広
が
り
）、生
活
手
段（
生
産
手
段
・
消
費
財
の
所
有
・
配
置
）、

経
営
・
家
計（
経
営
・
所
得
の
規
模
・
家
計
の
配
分
状
況
）、生
活
関
係（
家
族
内
の

役
割
分
担
・
権
力
の
配
置
）、生
活
文
化（
家
風
・
し
き
た
り
や
文
化
な
ど
）が
措

定
さ
れ
、機
能
的
側
面
と
し
て
物
質
、組
織
、精
神
、生
命
の
再
生
産
が
把
握
さ

れ
た（
松
原
治
郎:

一
九
七
一
）。�

　
次
に
台
頭
し
た
生
活
論
は
、生
活
分
野
の
複
数
指
標
、そ
の
総
合
化
・
変
化
を

提
示
し
た
③
生
活
指
標
論
で
、「
生
活
の
質
」研
究
も
こ
れ
に
含
め
ら
れ
る
。続

生
活
創
造
時
代
の
生
活
論
の
展
開

生
活
の
変
化
―
生
活
問
題
解
決
、

　
　
　
標
準
生
活
実
現
か
ら
生
活
創
造
へ

生 活 目 標

図1  生活・生活経営の要素と過程

『生活者の経済』御船美智子　放送大学教育振興会（2000）p.32に加筆

生 活 目 標生活状況

生活基準

計　画

実施・統制

評　価

生
活
行
動

生活価値 環　境

生活欲求
生活資源

●目標達成
●欲求充足
●資源の有効利用
●生活価値の実現
●生活状況の変革

生活経験
と

経験蓄積

●自分自身の気づき、
　再発見
●社会観、信頼、期待
●生活（人生）への
　展望フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

特　集�

現代生活者の住まい・生活観（1）

Ⅰ�

　
現
代
日
本
の
生
活
者
意
識
か
ら
社
会
を
捉
え
る

11 CEL Sep.  2005

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●



く
生
活
創
造
時
代
に
対
応
し
た
生
活
研
究
と
し
て
、生
活
価
値
や
生
活
意
識
に

注
目
し
た
④
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
論
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。生
活
課
題
自
体
が
見
え

に
く
く
、貨
幣
経
済
成
長
・
産
業
化
、福
祉
国
家
化
な
ど
従
来
の
産
業
政
策
、社

会
政
策
の
限
界
が
見
え
、生
活
の
前
提
が
崩
れ
、不
安
定
に
な
っ
て
い
る
た
め
、ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
論
に
加
え
た
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
拓
く
生
活
論
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

生
活
欲
求
・
目
標
が「
標
準
」
を
超
え
、自
己
責
任
を
ベ
ー
ス
と
し
た
福
祉
ミ
ッ
ク

ス
社
会
の
主
人
公
と
し
て
生
き
る
生
活
者
の
た
め
に
、欲
求
・
目
標
の
内
容
や
そ

の
充
足
・
達
成
、生
活
状
況
の
変
革
の
プ
ロ
セ
ス
に
注
目
し
、過
去
・
現
在
・
未
来
の

長
期
の
視
点
で
生
涯
生
活
を
創
造
す
る
⑤
生
活
経
営
・
生
活
設
計
論
で
あ
る
。

以
下
で
は
、現
代
の
生
活
価
値
観
、意
識
を
、生
活
経
営
、生
活
設
計
の
要
素
も

含
め
て
明
ら
か
に
し
た
い
。�

�����

　
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
が
一
九
七
六
年
か
ら
実
施
し
て
い
る「
生
活
価
値
観

調
査
」
を
も
と
に
、生
活
者
の
価
値
観
の
変
化
と
現
状（
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ

ー:

二
〇
〇
二
）を
検
討
し
よ
う
。図
２
に
示
す
よ
う
に
、標
準
生
活
実
現
時
代

（
一
九
七
六
年
）の
価
値
観
は
大
人
主
義（
他
人
へ
の
思
い
や
り
意
識
が
あ
り
、家

庭
に
あ
っ
て
は
計
画
的
に
将
来
に
備
え
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
価
値
観
）た
だ
一

つ
で
あ
っ
た
が
、生
活
創
造
時
代
へ
の
移
行
期
、一
九
八
五
年
に
は
大
人
主
義
に
加

え
自
分
主
義（
自
立
性
、自
主
性
と
い
っ
た
主
体
的
な
側
面
を
持
つ
と
同
時
に
、

他
人
の
目
を
意
識
す
る
価
値
観
）、一
九
九
一
年
に
は
自
分
中
心
主
義（
他
人
の

目
を
意
識
し
な
が
ら
自
己
を
演
出
し
た
い
と
い
う
意
識
と
、責
任
や
苦
労
を
避

け
、な
る
べ
く
楽
に
暮
ら
し
た
い
と
い
う
意
識
を
持
つ
価
値
観
）が
台
頭
し
た
。生

活
創
造
時
代
が
本
格
化
し
た
一
九
九
六
年
に
は
、集
団
重
視
志
向
、自
分
志
向
、

自
己
顕
示
志
向
、安
楽
志
向
と
価
値
観
の
多
様
化
が
進
み
、一
九
九
六
年
か
ら
二

〇
〇
一
年
に
か
け
て
は
、自
分
志
向
が
自
立
志
向
と
自
適
志
向
へ
分
化
、自
己
顕

示
志
向
が
自
立
志
向
に
同
化
、安
楽
志
向
が
快
楽
志
向
と
安
直
志
向
に
分
化

し
、二
〇
〇
一
年
に
は
、集
団
志
向（
社
会
や
家
族
と
い
っ
た
集
団
に
対
し
て
責
任

と
自
覚
を
持
っ
て
関
わ
っ
て
い
こ
う
と
す
る
）、自
立
志
向（
リ
ス
ク
を
と
っ
て
で
も

積
極
的
に
努
力
・
挑
戦
す
る
意
識
を
持
ち
、家
族
に
も
個
人
と
し
て
対
等
な
関

係
を
重
視
す
る
）、快
楽
志
向（
現
在
を
楽
し
む
こ
と
を
重
視
し
、同
時
に
責
任

や
努
力
を
回
避
し
、利
己
的
な
人
間
関
係
を
構
築
す
る
）、自
適
志
向（
気
の
あ

っ
た
仲
間
と
自
分
の
セ
ン
ス
で
現
在
を
楽
し
く
暮
ら
す
こ
と
を
重
視
す
る
）、安

直
志
向（
努
力
や
苦
労
を
避
け
、他
人
の
意
見
に
同
調
し
、依
存
す
る
こ
と
を
重

視
す
る
）に
再
編
さ
れ
た
。�

　
比
較
可
能
な
個
別
項
目
で
、一
九
八
五
年
に
比
べ
て
二
〇
〇
一
年
に
一
〇
パ

ー
セ
ン
ト
ポ
イ
ン
ト
以
上
増
加
し
た
の
が
、「
自
分
の
能
力
を
生
か
す
た
め
に
は

転
職
や
転
業
も
考
え
た
い
」「
家
族
の
者
に
多
少
負
担
に
な
っ
て
も
、自
分
の
納

得
い
く
生
き
方
を
し
た
い
」「
何
か
を
す
る
と
き
は
、こ
れ
ま
で
の
慣
習
に
と
ら

わ
れ
ず
に
決
め
た
い
」「
子
ど
も
に
は
学
歴
よ
り
も
、専
門
的
な
技
術
を
身
に
付

け
さ
せ
て
や
り
た
い
」と
い
っ
た
項
目
で
あ
る
。ま
た
、一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ポ
イ
ン
ト

以
上
減
少
し
た
の
が「
自
分
の
考
え
を
主
張
す
る
よ
り
、他
の
人
と
の
和
を
尊

重
し
た
い
」「
ど
の
よ
う
な
時
で
も
相
手
の
個
性
を
尊
重
し
て
い
き
た
い
」「
で
き

る
だ
け
高
い
目
標
を
た
て
て
、そ
れ
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
」「
女
性
は
結
婚
し
た

ら
家
庭
を
守
る
こ
と
に
専
念
す
る
の
が
よ
い
」で
あ
る
。�

　
二
〇
〇
一
年
、七
割
以
上
の
人
に
支
持（「
ま
っ
た
く
そ
う
思
う
」と「
そ
う
思

う
」の
合
計
割
合
）さ
れ
た
項
目
は
、「
多
少
の
困
難
を
伴
っ
て
も
、自
分
が
楽
し

い
と
思
う
こ
と
を
仕
事
と
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
」「
自
分
が
決
め
た
こ
と
な
ら
、

結
果
が
ど
う
で
あ
れ
、受
け
入
れ
る
」「
夫
婦
は
お
互
い
に
自
由
に
使
え
る
お
金

を
持
つ
べ
き
だ
」「
家
族
の
者
が
死
亡
し
た
場
合
の
生
活
の
こ
と
も
き
ち
ん
と
考

え
て
お
き
た
い
」「
同
じ
趣
味
や
関
心
ご
と
を
持
つ
人
と
の
付
き
合
い
を
積
極
的

に
拡
げ
て
い
き
た
い
」「
誠
実
に
接
し
て
い
れ
ば
、自
分
を
誤
解
し
て
い
る
人
も
必

ず
わ
か
っ
て
く
れ
る
」「
社
会
の
一
員
と
し
て
何
か
社
会
の
た
め
に
貢
献
し
た
い
」

で
あ
り
、七
割
以
上
の
人
の
不
支
持
項
目
は「
人
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
け
れ
ば
何

を
し
て
も
か
ま
わ
な
い
」と
い
う
考
え
方
で
あ
っ
た
。�

　
現
代
の
生
活
者
は
不
安
も
多
く
、二
〇
〇
一
年
に
七
割
以
上
が
感
じ
て
い
る

不
安
が「
家
族
の
者
が
病
気
や
事
故
に
あ
う
こ
と
」「
家
族
の
者
が
死
亡
す
る
よ

う
な
こ
と
が
起
こ
る
こ
と
」「
年
を
と
っ
て
身
体
の
自
由
が
き
か
な
く
な
り
、病
気

が
ち
に
な
る
こ
と
」「
自
分
が
病
気
や
事
故
に
あ
う
こ
と
」「
交
通
事
故
な
ど
の

生
活
者
の
価
値
観
と
生
活
意
識

生 活 目 標
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示
志
向
が
自
立
志
向
に
同
化
、安
楽
志
向
が
快
楽
志
向
と
安
直
志
向
に
分
化

し
、二
〇
〇
一
年
に
は
、集
団
志
向（
社
会
や
家
族
と
い
っ
た
集
団
に
対
し
て
責
任

う
な
こ
と
が
起
こ
る
こ
と
」「
年
を
と
っ
て
身
体
の
自
由
が
き
か
な
く
な
り
、病
気

が
ち
に
な
る
こ
と
」「
自
分
が
病
気
や
事
故
に
あ
う
こ
と
」「
交
通
事
故
な
ど
の

事
故
を
起
こ
し
た
り
、相
手
に
ケ
ガ
を
負
わ
せ
る
こ
と
」「
安
定
し
た
収
入
が
得

ら
れ
な
く
な
る
こ
と
」で
あ
り
、自
分
と
家
族
の
病
気
・
事
故
・
責
任
負
担
と
経

済
的
安
定
に
つ
い
て
の
不
安
が
大
き
い
。最
近
増
え
て
い
る
不
安
は
、自
分
・
家
族

の
失
業
、十
分
な
資
産
を
蓄
え
ら
れ
な
い
こ
と
、安
定
し
た
収
入
が
得
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
な
ど
、経
済
的
な
不
安
の
増
大
が
顕
著
で
あ
る
。�

　
以
上
の
価
値
観
調
査
結
果
か
ら
み
る
と
、価
値
観
の
多
様
化
が
進
む
中
、現

代
生
活
者
は
従
来
の
慣
習
や
社
会
規
範
に
と
ら
わ
れ
ず
、仕
事
や
自
分
の
能
力

を
生
か
す
決
定
を
し
、納
得
い
く
生
き
方
を
地
道
に
求
め
、リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
を
し
、自
分
の
生
活
創
造
の
価
値
志
向
を
強
め
て
い
る
一
方
、交
流
も
自
分
を

中
心
に
、同
じ
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
を
持
つ
人
と
の
交
流
に
限
定
す
る
傾

向
が
あ
り
、一
般
的
に
、相
手
の
個
性
や
他
の
人
と
の
和
を
尊
重
す
る
志
向
が
弱

ま
っ
て
い
る
。自
分
を
生
か
す
決
定
や
同
質
的
な
交
流
を
重
視
す
る
た
め
に
、そ

れ
を
可
能
と
す
る
基
盤
や
社
会
に
対
し
て
の
不
安
が
大
き
く
、十
分
な
リ
ス
ク
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
不
可
能
と
の
認
識
を
持
っ
て
お
り
、社
会
を
構
築
す
る
意
識
が

弱
く
、社
会
へ
の
不
安
を
増
幅
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。不
安
、同
質
的
な
交

流
、社
会
構
築
意
識
の
弱
さ
を
背
景
に
、安
直
志
向
の
よ
う
な
、他
人
の
意
見
に

同
調
し
、依
存
す
る
新
し
い
傾
向
も
で
て
い
る
。�

　
次
に
、内
閣
府
「
国
民
生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
」（
内
閣
府
大
臣
官
房
政

府
広
報
室:

二
〇
〇
四
）に
よ
っ
て
、生
活
満
足
度
、生
活
充
実
感
の
現
状
を
み

よ
う
。生
活
満
足
度
に
つ
い
て
は
、六
割
の
人
は
満
足
だ
が
、四
割
の
人
は
不
満
で

あ
り
、満
足
の
人
の
割
合
は
一
九
九
五
年
以
降
、低
下
傾
向
に
あ
る
。生
活
分
野

ご
と
の
満
足
の
割
合
は「
住
生
活
」七
一
パ
ー
セ
ン
ト
、「
耐
久
消
費
財
」七
一
パ

ー
セ
ン
ト
と
高
い
が
、「
レ
ジ
ャ
ー
・
余
暇
生
活
」は
五
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
や
や
低
く
、

「
所
得
・
収
入
」四
二
パ
ー
セ
ン
ト
、「
資
産
・
貯
蓄
」三
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
き
わ
め
て

低
い
。今
後
の
生
活
の
力
点
は「
レ
ジ
ャ
ー
・
余
暇
生
活
」三
四
パ
ー
セ
ン
ト
が
最
も

多
く
、「
所
得
・
収
入
」二
九
パ
ー
セ
ン
ト
、「
資
産
・
貯
蓄
」二
五
パ
ー
セ
ン
ト
、「
食

生
活
」二
三
パ
ー
セ
ン
ト
、「
自
己
啓
発
・
能
力
向
上
」二
二
パ
ー
セ
ン
ト
、「
住
生

活
」は
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
続
い
て
お
り
、「
衣
生
活
」は
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な

い
。ま
た
、生
活
の
充
実
感
は
七
割
が
感
じ
て
お
り
、満
足
度
よ
り
割
合
が
高
い

が
、一
九
九
一
年
以
降
低
下
傾
向
に
あ
る
。充
実
を
感
じ
る
時
に
つ
い
て
は
、最

も
多
い
の
は「
家
族
団
ら
ん
」四
五
パ
ー
セ
ン
ト
、「
ゆ
っ
た
り
と
休
養
」四
〇
パ
ー

セ
ン
ト
、「
友
人
や
知
人
と
会
合
、雑
談
」四
〇

パ
ー
セ
ン
ト
、「
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
に
熱
中
」
三

八
パ
ー
セ
ン
ト
が
高
く
、「
仕
事
に
う
ち
こ
ん
で

い
る
と
き
」は
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
低
い
。一
〇

年
前
に
比
べ
て
、「
友
人
や
知
人
と
会
合
」九
パ

ー
セ
ン
ト
ポ
イ
ン
ト
、「
休
養
」八
パ
ー
セ
ン
ト
ポ

イ
ン
ト
、「
趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
」六
パ
ー
セ
ン
ト
ポ

イ
ン
ト
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
た
が
、「
仕
事
」は

五
パ
ー
セ
ン
ト
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
て
い
る
。生
活

の
充
実
や
満
足
は
六
〜
七
割
が
感
じ
、充
実
の

内
容
は
休
養
、交
流
、趣
味
と
多
様
で
あ
る
。�

　
不
安
の
増
幅
は
、内
閣
府「
国
民
生
活
に
関

す
る
世
論
調
査
」に
も
み
ら
れ
る
。日
常
生
活

の
中
で
悩
み
や
不
安
を
感
じ
て
い
る
割
合
は
、

一
九
五
八
年
三
一
パ
ー
セ
ン
ト
、六
三
年
五
五

パ
ー
セ
ン
ト
、八
八
年
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
、九
三

年
五
二
パ
ー
セ
ン
ト
、九
八
年
五
七
パ
ー
セ
ン
ト
、

二
〇
〇
三
年
六
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
急
増
し
、一

〇
年
前
よ
り
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
ポ
イ
ン
ト
も
増

加
し
て
い
る
。具
体
的
項
目
で
増
加
幅
が
大
き

い
の
が
、「
老
後
の
生
活
設
計
」
一
四
パ
ー
セ
ン

ト
ポ
イ
ン
ト
、「
今
後
の
収
入
や
資
産
の
見
通

し
」
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
ポ
イ
ン
ト
、「
現
在
の
収

入
や
資
産
」八
パ
ー
セ
ン
ト
ポ
イ
ン
ト
な
ど
経
済
的
な
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
る
。�

　
同
調
査
で
さ
ら
に
顕
著
な
の
が
、今
後
の
生
活
の
見
通
し
の
悪
化
で
あ
る
。次
ペ
ー

ジ
の
図
３
に
示
す
よ
う
に
、今
後
の
生
活
の
見
通
し
と
し
て
、悪
く
な
っ
て
い
く
と
思

う
人
の
割
合
は
、一
九
六
八
年（
昭
和
四
三
）一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、七
八
年
一
七
パ
ー
セ

ン
ト
、八
八
年
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
、九
三
年
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
、九
七
年
二
二
パ
ー
セ
ン

ト
、二
〇
〇
三
年
三
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
増
大
し
、良
く
な
っ
て
い
く
と
思
う
人
の
割
合

は
、一
九
六
八
年
三
四
パ
ー
セ
ン
ト
、七
八
年
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
、八
八
年
二
一
パ
ー
セ
ン

ト
、九
三
年
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
、九
七
年
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
、二
〇
〇
三
年
八
パ
ー
セ
ン

生 活 目 標

大 人 主 義

第1回調査

１９７６年

大 人 主 義

自 分 主 義

第２回調査

１９８５年

大 人 主 義

自分中心主義

第３回調査

１９９１年

集団重視志向

自 分 志 向

自己顕示志向

安 楽 志 向

第４回調査

１９９６年

集 団 志 向

自 立 志 向

快 楽 志 向

自 適 志 向

安 直 志 向

第５回調査

２００１年

図2  価値観の変遷

出典：『生活者の価値観に関する調査』生命保険文化センター
　　 （2002）p.8とp.83を合成

特　集�

現代生活者の住まい・生活観（1）

Ⅰ�

　
現
代
日
本
の
生
活
者
意
識
か
ら
社
会
を
捉
え
る
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ト
と
減
少
し
て
お
り
、一
九
九
四
年
以
降
は
、悪
く
な
っ
て
い
く
と
思
う
人
が
、良
く

な
っ
て
い
く
と
思
う
人
を
上
回
り
、そ
の
乖
離
が
大
き
く
な
っ
て
お
り
、生
活
者
が
良

い
見
通
し
を
持
ち
に
く
い
社
会
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。�

　
生
活
程
度
に
つ
い
て
の
意
識
も
、図
４
に
示
す
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
。二
〇

〇
四
年
の
意
識
を
一
〇
年
前
と
比
較
す
る
と
、

「
上
」
〇
・
七
パ
ー
セ
ン
ト（
ゼ
ロ
パ
ー
セ
ン
ト
ポ
イ

ン
ト:

一
〇
年
前
と
比
較
し
た
差
、以
下
同
様
）、

「
中
の
上
」九
・
六
パ
ー
セ
ン
ト（
マ
イ
ナ
ス
〇
・
七

パ
ー
セ
ン
ト
ポ
イ
ン
ト
）、「
中
の
中
」五
二
・
八
パ

ー
セ
ン
ト（
マ
イ
ナ
ス
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
ポ
イ
ン
ト
）、

「
中
の
下
」二
七
・
一
パ
ー
セ
ン
ト（
プ
ラ
ス
三
・
三

パ
ー
セ
ン
ト
ポ
イ
ン
ト
）、「
下
」六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト

（
プ
ラ
ス
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
ポ
イ
ン
ト
）と
、「
中

の
上
」や「
中
の
中
」が
減
少
、「
中
の
下
」や「
下
」

が
増
加
し
、中
流
意
識
の
下
方
シ
フ
ト
が
生
じ
て

い
る
。し
か
も
生
活
の
見
通
し
と
の
関
係
が
あ
り
、

「
中
の
上
」で
は
、良
く
な
っ
て
い
く
一
五
パ
ー
セ

ン
ト
、悪
く
な
っ
て
い
く
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、「
中

の
下
」で
は
、良
く
な
っ
て
い
く
七
パ
ー
セ
ン
ト
、

悪
く
な
っ
て
い
く
三
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
、「
中
の
下
」

で
は
良
く
な
っ
て
い
く
展
望
が
持
て
な
い
状
態
に

あ
る
。
現
状
の
生
活
程
度
、見
通
し
と
も
に
階

層
の
固
定
化
傾
向
が
進
ん
で
い
る
。�

�����

　
一
般
的
に
は
不
安
が
大
き
く
、見
通
し
も
持

て
な
い
階
層
固
定
化
の
時
代
で
も
あ
る「
生
活

創
造
時
代
」、そ
の
生
活
の
展
開
の
あ
り
方
に
つ

い
て
考
え
る
た
め
に
、生
協
組
合
員
と
い
う
生
活
者
の
生
活
意
識
の
実
像
を
、生

活
評
価
を
も
と
に
し
た
生
活
の
経
験
プ
ロ
セ
ス
に
注
目
し
て
描
い
て
い
く
。具
体

的
に
は
、消
費
生
活
協
同
組
合「
ち
ば
コ
ー
プ
」が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト（「
生
協
に

入
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
う
の
は
こ
ん
な
時
、生
協
の
好
き
な
と
こ
ろ
…
」に
対
す
る

生
活
者
の
経
験
と
評
価

生 活 目 標
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図3  今後の生活の見通し 出典：『月刊　世論調査平成１６年１１月号　国民生活』内閣府大臣官房政府広報室編　p.４６

図4  生　活　程　度 出典：『月刊　世論調査平成１６年１１月号　国民生活』内閣府大臣官房政府広報室編　p.43

（注）昭和37年1月調査および昭和38年1月調査ではこの質問は行われていない。 昭和42年2月調査から昭和44年1月までは対象者が世帯主、家事担当者
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お
茶
の
水
女
子
大
学
生
活
科
学
部
教
授
。
一
九
五
三
年
静
岡
県
生
ま
れ
。
七
五
年
お
茶
の

水
女
子
大
学
卒
業
、八
〇
年
一
橋
大
学
大
学
院
博
士
課
程
単
位
修
得
満
期
退
学
。
共
立
女

子
大
学
専
任
講
師
を
経
て
現
職
。
専
門
は
生
活
経
済
学
・
家
庭
経
済
学
。
研
究
テ
ー
マ
は
生

活
に
関
わ
る
経
済
問
題
、特
に
家
計
行
動
（
消
費
、貯
蓄
、家
計
内
生
産
な
ど
）
を
、家
計
内

経
済
関
係
、家
計
と
国
民
経
済
と
の
関
わ
り
を
含
め
て
研
究
。
著
書
は
、『
現
代
社
会
と
生

活
』（
共
著
、建
帛
社
）
、『
消
費
社
会
の
暮
ら
し
と
ル
ー
ル
―
変
貌
す
る
社
会
と
消
費
者
』

（
共
著
、中
央
法
規
出
版
）
、『
生
活
者
の
経
済
』（
放
送
大
学
教
育
振
興
会
）
な
ど
。�

◎
御
船
　
美
智
子
（
み
ふ
ね
・
み
ち
こ
）�

CEL

Ⅱ
�

い
見
通
し
を
持
ち
に
く
い
社
会
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。�

　
生
活
程
度
に
つ
い
て
の
意
識
も
、図
４
に
示
す
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
。二
〇

的
に
は
、消
費
生
活
協
同
組
合「
ち
ば
コ
ー
プ
」が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト（「
生
協
に

入
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
う
の
は
こ
ん
な
時
、生
協
の
好
き
な
と
こ
ろ
…
」に
対
す
る

回
答
）を
も
と
に
し
た（
御
船:

二
〇
〇
三
）。生
協
に
関
わ
っ
て
の
生
活
に
対
す

る
評
価
は
、【
会
話
・
情
報
交
換
・
交
流
】【
安
心
・
安
全
】【
便
利
】【
計
画
的
に
で

き
る
】【
珍
し
い
も
の
と
の
出
会
い
】【
信
頼
・
継
続
・
支
え
あ
い・
楽
し
み
】【
価
値

の
共
有
、自
分
の
再
発
見
】な
ど
に
高
く
、こ
れ
は
志
向
す
る
生
活
価
値
で
も
あ

る
。近
所
と
の
交
流
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
仕
組
み
や
、挨
拶
だ
け
で
は
な
く
、話

す
、知
り
合
い
、友
人
、交
流
と
い
う
機
会
や
経
験
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。ま
た

商
品
の
購
入
で
、「
安
心
」を
中
心
と
し
て
、時
間
・
手
間
の
省
略
、計
画
性
、食
卓

に
つ
い
て
の
会
話
な
ど
、新
し
い
、楽
し
い
経
験
を
し
て
い
る
。�

　
安
全
・
安
心
は
、現
代
生
活
者
が
志
向
す
る
価
値
で
あ
る
。そ
れ
を
可
能
に
す

る
の
が
、た
と
え
ば
、安
心
な
商
品
購
入
で
あ
れ
ば
、①
商
品
の
作
ら
れ
方
、②
生

産
者
の
顔
が
見
え
る
、③
商
品
の
チ
ェッ
ク
機
能
、④
知
識
が
得
ら
れ
る
、⑤
他
の

人
の
意
見
が
聞
け
る
、⑥
不
平
・
不
満
・
意
見
が
言
え
る
、⑦
誠
意
の
あ
る
返
事
な

ど
、安
心
の
根
拠
付
け
で
あ
る
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。商
品
選
択
の
際
、商
品
の

知
識
を
得
て
い
る
こ
と
、他
の
人
の
意
見
が
聞
け
る
こ
と
、他
の
人
の
お
奨
め
な

ど
参
考
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、勉
強
に
な
っ
た
、工
夫
を
知
る
、楽
し
く
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
経
験
、自
分
の
購
入
や
延
長
に
あ
る
家
事
に
自
信
を
持
つ
経
験
を

得
る
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、高
い
評
価
と
な
っ
て
い
る
。
不
平
・
不
満
・
意
見
が
言
え

る
、誠
意
の
あ
る
返
事
が
返
っ
て
く
る
と
い
っ
た
経
験
が
、安
心
や
喜
び
を
生
ん
で

い
る
。商
品
購
入
の
安
心
は
、楽
し
い
人
的
交
流
と
相
乗
作
用
を
し
、継
続
性
も

加
わ
り
信
頼
に
転
化
し
、協
力
・
支
え
あ
い
、く
ら
し
の
楽
し
み
な
ど
へ
と
つ
な
が

っ
て
い
き
、新
し
い
経
験
、満
足
を
も
た
ら
し
て
い
る
。�

　「
珍
し
い
も
の
を
試
せ
る
」「
欲
し
い
も
の
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
で
き
る
」の
は
、

味
方
意
識
や「
信
じ
る
」こ
と
、「
共
に
買
う
」と
い
っ
た
要
素
に
よ
る
、い
わ
ば
信

頼
が
、多
様
な
選
択
肢
の
提
示
や
実
際
の
選
択
に
不
可
欠
な
条
件
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。実
際
に
そ
の
威
力
を
実
感
で
き
る
の
は
、何
か
あ
っ
た
時
で
、そ
の
時

支
え
合
え
る
の
は
、そ
の
前
に
継
続
的
な
く
ら
し
の
営
み
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。経

験
は
新
し
い
も
の
だ
け
で
な
く
、継
続
的
な
脈
絡
で
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
も

あ
る
こ
と
、「
自
分
が
好
き
、大
切
に
し
た
い
と
思
う
事
を
大
事
に
し
て
く
れ
る
」

と
い
っ
た
生
活
価
値
の
共
有
、「
私
に
も
こ
ん
な
事
が
で
き
る
」と
い
う
自
分
の
再

発
見
の
経
験
も
、評
価
す
べ
き
点
と
さ
れ
、高
い
生
活
評
価
に
結
び
つ
い
て
い
る
。�

　
こ
の
よ
う
に
、【
会
話
・
情
報
交
換
・
交
流
】【
安
心
・
安
全
】【
便
利
】【
計
画
的

に
で
き
る
】【
珍
し
い
も
の
と
の
出
会
い
】【
信
頼
・
継
続
・
支
え
あ
い
・
楽
し
み
】

【
価
値
の
共
有
、自
分
の
再
発
見
】な
ど
の
経
験
が
相
乗
作
用
を
し
て
、生
活
を

創
造
す
る
条
件
・
プ
ロ
セ
ス・
実
現
が
不
可
分
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ

た
。商
品
・
サ
ー
ビ
ス
で
も
欲
求
を
満
た
し
な
が
ら
、情
報
交
換
や
人
的
交
流
を

し
、同
時
に
自
己
情
報
の
蓄
積
を
し
、さ
ら
に
自
己
や
身
近
な
社
会
の
課
題
を
点

検
、設
定
し
、自
己
情
報
を
再
構
成
す
る
、い
わ
ば
新
し
い
生
活
経
営
の
経
験
を

し
、生
活
創
造
に
つ
な
げ
て
い
る
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。　�

　
現
代
生
活
者
が
、商
品
・
サ
ー
ビ
ス
、情
報
、人
間
関
係
、時
間
、お
金
な
ど
を
媒

介
に
、生
活
経
営
・
生
活
設
計
の
新
し
い
経
験
で
価
値
を
実
現
し
て
い
る
こ
と
が

生
活
者
の
声
か
ら
抽
出
さ
れ
た
。時
代
は
生
活
創
造
時
代
、価
値
の
多
様
化
、不

安
増
大
、階
層
固
定
化
傾
向
の
中
で
、自
ら
の
価
値
の
模
索
・
実
現
の
た
め
の
生

活
経
営
と
そ
の
た
め
の
身
近
な
社
会
的
条
件
づ
く
り
が
現
代
の
生
活
者
自
身
に

求
め
ら
れ
て
い
る
。�

�
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